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  ・ 仕 口

内ダイア

※内ダイアプレート取付用のための切断位置

（ 下部も同じ）

2
0
以
上

裏あて金

 ｏ ｒ  

 ｏ ｒ  

 ｏ ｒ  

Ｇ

２

ｈ
 かつ 150ｈ ≦ 

※内ダイアフラム取付用のための切断位置については、

 パネルゾーン内（ 上図） 又は、パネルゾーンの上下で

 施工性を考慮して決める。

 ・ 通しダイアフラム使用の場合
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・ 通しダイアフラム使用の場合
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ｔ ｐ
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ｔ ｐ

内ダイヤフラム

 溶接に注意
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ハカマ板
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Ｄ1－Ｄ2≦100mm
ｔ 3, ｔ 4≦ｔ 2

ｔ 1, ｔ 2≦ｔ ｐ

Ｗ1

Ｗ2

エレクショ ンビーズ現場溶接後撤去

 超音波深傷試験は原則として100％行う 。
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※柱脚ピン

フランジ幅

列数

高力ボルト 継手板幅 ピッチ ゲージ

Ｂ 径 Ｐ

縁端距離

（ ｍｍ）

１ ２５ ２ Ｍ１ ６ １２ ０ ４５ ６ ０ ７ ５ － ４ ０ ２ ２ . ５

２ － ４ ０

２ ６ ０ － ４ ０

２ ６ ０ － ４ ０

２ ６ ０ － ４ ０

４ ０

４ ０

１ ５０ １４ ５ ５５ ６ ０ ９ ０ ２ ７ . ５

１ ７５

Ｍ２ ０

１７ ０ ６５ １０ ５ ３ ２ . ５

２ ００

Ｍ２ ０

１９ ５ ７０ １２ ０ ３ ７ . ５

２ ５０

Ｍ２ ０

Ｍ２ ０ ２４ ５ ９５ ４ ７ . ５

Ｍ２ ０

１５ ０

３０ ０（ チドリ）

３０ ０（ チドリ）

４

４ Ｍ２ ２

２９ ５

２９ ５

１０ ５

１０ ５

４ ５

４ ５

１５ ０

１５ ０

４ ０

４ ０

３ ２ . ５

３ ２ . ５

梁のウェブ継手標準寸法

高力ボルト
ピッチ 縁端距離 継手板幅 継手板長

Ｐ

Ｍ２ ０

Ｍ１ ６

Ｍ２２

４ ０ ４０

４ ０ ４０

４ ０ ４０

１６ ５

１６ ５

１６ ５

６ ０ (９０ , １ ２０ )

６ ０ (９０ , １ ２０ )

６ ０ (９０ , １ ２０ )

６ ０ (９０ , １ ２０ )×(ｎ ｗ－１ )＋８０

６ ０ (９０ , １ ２０ )×(ｎ ｗ－１ )＋８０

６ ０ (９０ , １ ２０ )×(ｎ ｗ－１ )＋８０

ｌ

Ｐ Ｐ
ｎ ｔ

５

Ｐ

Ｐ

Ｐ ｔ Ｇ

＞１

フィ ラプレート

フィラプレート

ラプレートを入れる。

符 号
高 力
ボルト

ウ ェ ブ

ＨＴ Ｂ （ Ｆ １ ０ Ｔ ）

ｎ ｔ Ｉ ｎ ｗ

４ ９－１ ２０ ９－４ ５ ２８ ５ ２ ６ １ ６５

１ ６ ４ ９－１ ２０ ９－４ ５ ２８ ５ ２ ６ １ ６５ １ ７０

４ ２８ ５ ２ ６ １ ６５２９ ８－１ ４９－５ . ５－８ ２ ０ ９－１ ４５ ９－５ ５ ２ ００

４ ２８ ５ ２ ６ １ ６５２ ０ ９－１ ４５ ９－５ ５ ２ ００３０ ０－１ ５０－６ . ５－９

２ ６ １ ６５２ ０ ２ ００

２５ ０－１ ２５－６   －９

２４ ８－１ ２４－５   －８

３４ ６－１ ７４－６   －９ ６ ９－１ ７０ ９－６ ５ ４０ ５

２ １ ６５２ ０ ２ ００６ ９－１ ７０ ９－６ ５ ４０ ５ ９

１ ６５２ ０ ６ ４０ ５３９ ６－１ ９９－７  －１１ ９－１ ９５ ９－７ ０ ３

１ ６５２ ０ ６ ４０ ５９－１ ９５ ３４０ ０－２ ００－８  －１３ １ ２－７０

１ ６５２ ０ ６ ４０ ５９－１ ９５ ３１ ２－７０ ３ ２０４４ ６－１ ９９－８  －１２

２ ６０

２ ６０

２ ０ ６ １ ２－７０４５ ０－２ ００－９  －１４ １２－１９ ５ ４

６

９

６

６４０ ５ １ ６５ ３ ５０

２ ０ ６ １ ２－７０１２－１９ ５ ４４０ ５ １ ６５ ３ ５０４９ ６－１ ９９－９  －１４ ９

２ ０ ６ １２－１９ ５ ４４０ ５ １ ６５ ３ ５０９５０ ０－２０ ０－１ ０  －１ ６ １ ６－７０

２ ０ １ ６５９１ ６－７０ ４ ４０６０ ０－２０ ０－１ １  －１ ７ ８ １６－１９ ５ ５２ ５ ５

中巾Ｈ形鋼（ ＳＳ 400） ＨＴ Ｂ （ Ｆ １ ０ Ｔ ）

符 号
高 力
ボルト

フ ラ ン ジ ウ ェ ブ

ｎ ｔ Ｉ ｎ ｗ

※印は千鳥とする。

１ ６ ４ ２８ ５ ２ ６１９ ４－１ ５０－６   －９ ９－１ ４５ ９－５ ５ ２ ２５ １ ４０

４ ２８ ５ ２ １ ４０

３５ ０－１ ７５－７  －１１

２ ０ ９－１ ７０ ９－６ ５ ９ １ ６５

２２ ０ １ ６５２９ ４－２ ００－８  －１２ ６ ９－１ ９５ ９－７ ０ ４０ ５ ６ ２ ００

２ ０ １ ６５６ ４０ ５ ２ ００３４ ０－２ ５０－９  －１４ ９－２ ４５ １ ２－９５ ３ ９

２ ０ １ ６５９３９ ０－３０ ０－１ ０  －１ ６ ８ １２－２９ ５ １２－１ ０ ５ ４３ ５ ３ ２ ６０

２ ０ １ ６５ ２ ６０４４ ０－３０ ０－１ １  －１ ８ １ ０ １２－２９ ５ １６－１ ０ ５ ５２ ５ ４ １ ２

２ ０ １ ６５４４８ ２－３０ ０－１ １  －１ ５ １２－２９ ５ １２－１ ０ ５ ４３ ５ ９ ３ ５０

２ ０ １２－２９ ５ １６－１ ０ ５ ５２ ５ ４４８ ８－３０ ０－１ １  －１ ８ ９ １ ６５ ３ ５０

１ ６５４３ ５ ９５８ ２－３０ ０－１ ２  －１ ７ ２ ２ １６－２９ ５ １６－１ ０ ５ ５ ４ ４０

１ ６５４３ ５ ９２ ２ １６－２９ ５ １６－１ ０ ５ ５ ４ ４０５８ ８－３０ ０－１ ２  －２ ０

１６－１ ０ ５ ９ １ ６５６９ ２－３０ ０－１ ３  －２ ０ ２ ２ １６－２９ ５ ５２ ５ ６ ５ ３０

９ １ ６５２ ２ ５２ ５ ６ ５ ３０７０ ０－３０ ０－１ ３  －２ ４ １９－２９ ５ １９－１ ０ ５

細巾Ｈ形鋼（ ＳＳ 400） イ種保有耐力接合保有耐力

※Ｈ－１ ９ ４－１ ５ ０－６－９ウェブの内側へりあき７０ とする。

（
特
記
な
き
か
ぎ
り
保
有
耐
力
接
合
を
採
用
す
る
）

（
小
梁
の
剛
接
合
部
の
継
手
は
大
梁
の
接
合
を
採
用
す
る
）

５ 10

40

40

Ａタイプ（ ピン接合）

Ｐ
Ｐ
Ｐ

５ 10 4040

Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４

１

Ｗ

Ｗ

２Ｗ

Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４Ｗ

Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４Ｗ

１Ｗ

２Ｗ Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４Ｗ

Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４Ｗ

Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３

１Ｗ

１Ｗ

１Ｗ

Ｗ２

Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３

Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４Ｗ

１Ｗ

Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４Ｗ

 ｏ ｒ  
Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ Ｗ

１Ｗ

Ｗ２
Ｗ２

Ｗ２

１Ｄ
Ｗ２

Ｗ２

45°

２ ５又はＷ

１ ２ １ ２Ｂ Ｂ ｇ ｇ １ ２ｅ ｅ

１ ２ｅ ｅ Ｇ ＧＢ Ｈ

Ｈ－Ｂ－ｔ １－ｔ ２
ｔ

フ ラ ン ジ

１ １－Ｂ －Ｂｔ ２ ２ ＧＧＧｔ Ｂ Ｈ

Ｈ－Ｂ－ｔ １－ｔ ２
ｔ １ １－Ｂ －Ｂｔ ２ ２ ＧＧＧｔ Ｂ Ｈ

※

８
※

８
※

８※

※

１ ０※

１ ０
※

１ ０※

１ １ｅ ｅ

ｅ

ｅ

１ｔ

２

２

２２

１

１ ２

１１

Ｇ

ｔ

Ｂ

ｅ ｅ

Ｂ

ｇ ｇ

ｅｅ

Ｂ

ＦＰＬ  、ＷＰＬ面で段差が

１
１

１

ｅ
ｅ ｅ

ｈ

ｈ

Ｗ6

Ｗ6

柱脚固定の場合は別図参照

２

２

Ｈ Ｇｎ Ｗ

Ｊ ＰＬ

１Ｗ

１Ｗ

ＬＧＰ

60

ＬＧＰ

Ｂタイプ（ ピン接合） Ｃタイプ（ ピン接合）

５ 10

40

40

Ｐ

１
１

ｅ
ｅ

ＬＧＰ

５ 10

40

Ｐ
Ｐ
Ｐ

１
１
ｅ

ｅ

ＬＧＰ

40

4040

ＷＰＬ （ ダブル）

 ｏ ｒ  
Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４Ｗ

１Ｗ
１Ｗ

 ｏ ｒ  
Ｗ２ｏ ｒ Ｗ３ ４Ｗ

板厚は小梁ウェブ板厚以上

8-3 柱 梁 8-5ブレース

ａ ａ２

Ｂ

10
羽子板

ガセッ ト プレート

ＨＴ Ｂ ｂ

ａ

ｂ １ｂ １

Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ  １ Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ  ２ Ｔ Ｙ ＰＥ  ３

Ｌ

Ｌ
Ｌ １

Ｌ
１

１Ｌ ＝Ｌ

サイズ 羽子板プレート ａ 2ａ 1 ａ 3 ｔ ×Ｂ
高 力
ボルト

ターバックル鋼

ｂ １

＋Ｌ

ｂ

２

ターバックル
２

最少必要溶接長 算定タイプ

必要溶接長(Ｌ )
type 2type 1 type 3

Ｍ１２ ＦＢ－４ . ５×５ ０×１ ２５ ３ ５

ガセット  プレート

５ ０ １－Ｍ１２ ３３ ２０ ０ ６０ ５ ０ ６０

６０ ５ ０ ６０Ｍ１４ ＦＢ－６   ×５０×１ ４５ ４ ０ ５ ５ ５０  ６× ７ ０ ２３ ０

Ｍ１ ６ ＦＢ－６   ×５０×１ ６０ ４ ５ ６ ０ ５５  ９× ７ ５

 ６× ６ ０

１－Ｍ１６

１－Ｍ１６ ４２ ２５ ０ ８０ ５ ０ ７０

８０ ５ ０ ７０Ｍ１ ８ ＦＢ－９   ×６５×１ ８０ ７ ０ ６０  ９× ８ ５ １－Ｍ２０ ４５ ２８ ０

８０ ５ ０ ７０ ９× ８ ５ １－Ｍ２０Ｍ２ ０ ＦＢ－９   ×６５×１ ９５ ７５７ ０

５ ０

５ ０ ３０ ０

８０ ５ ０ ７０ ９× ８ ５Ｍ２２ ＦＢ－９   ×７５×２ １５ ５ ５ ７ ５ ８５ １－Ｍ２２

３ ７ . ５

５ １ . ５ ３３ ０

５ ５ ７ ５ ８５Ｍ２４ ＦＢ－９   ×７５×２ ７５ １２×１ ０ ０ ２－Ｍ２０

４７

５６ ３５ ０ １ ００ ７ ０ ８０

※ＧＰＬ部を突き合せ溶接とする場合は、設計図による。

※ ● ＧＰＬ 羽子板プレートはＳＳ４０ ０

● ターンバックルボルトはＪ Ｉ Ｓ Ａ５ ５４ ２規格品（ ＳＳ４ ００  又は ＳＲ２３ ５） の転造ネジ

  種類は１種（ 割枠式） 及び２種（ パイプ式） とする

Ｂ

ｅ

Ｐ

高力ボルト

ｔ

サイズ
高 力
ボルト

必要溶接長(Ｌ )
type 2type 1 type 3

ｅ ｐ

Ｌ － ６ ５× ６ ５× ６ ９× ９０ ４ ０ ６ ０ ５－Ｍ１ ６ １９ ０ １ １ ０

９× ９０ ４ ０ ６ ０ ５－Ｍ１ ６Ｌ － ７ ５× ７ ５× ６ ２２ ０

１３ ０

１ ３ ０ １４ ０

６ ０ ５－Ｍ１ ６Ｌ － ７ ５× ７ ５× ９ ９×１ ２５ ５ ０ ３２ ０ １ ８ ０ １９ ０

６ ０５ ０Ｌ － ９ ０× ９ ０× ７ ９×１ ２０ ４－Ｍ２ ０ ３１ ０ １ ７ ０ １８ ０

６ ０５ ０Ｌ － ９ ０× ９ ０×１０ ９×１ ５５ ５－Ｍ２ ０ ４３ ０ ２ ３ ０ ２４ ０

６ ０５ ０Ｌ － ９ ０× ９ ０×１３ ９×１ ９５ ５－Ｍ２ ０ ５４ ０ ２ ９ ０ ３０ ０

６ ０５ ０ ５－Ｍ２ ０Ｌ －１ ０ ０×１０ ０×１０ ９×１ ７０ ４８ ０ ２ ５ ０ ２７ ０

６ ０５ ０ ５－Ｍ２ ０Ｌ －１ ０ ０×１０ ０×１３ ９×２ １５ ６１ ０ ３ ２ ０ ３４ ０

ガセッ トプレート

ｔ

ガセット プレート

サイズ
高 力
ボルト

必要溶接長(Ｌ )
t ype 2type 1 type 3

ｅ ｐ

Ｂ

ｅ

Ｐ

ｅ

Ｐ Ｐ

ｅ

ガセッ ト プレート

ガセット プレート

ｔ   ×  Ｂ

ｔ   ×  Ｂ

２ Ｌ Ｓ－ ６ ５× ６ ５× ６  ６×２ ３５ ６０４０ ５－Ｍ１ ６ ４ ４ ０ ２ ３ ０ ２５ ０

２ Ｌ Ｓ ６０４０ ５－Ｍ１ ６ ４ ４ ０ ２５ ０－ ７ ５× ７ ５× ６  ９×１ ９０ ２ ４ ０

２ Ｌ Ｓ ６０－ ７ ５× ７ ５× ９ １２×２ ０５ ５０ ５－Ｍ２ ０ ５ ０ ０ ２ ７ ０ ２９ ０

２ Ｌ Ｓ ６０５０－ ９ ０× ９ ０× ７ １２×２ ０５ ５－Ｍ２ ０ ４ ８ ０ ２ ６ ０ ２８ ０

２ Ｌ Ｓ ６０５０ ５－Ｍ２ ０－ ９ ０× ９ ０×１ ０ １２×２ ７０ ６ ６ ０ ３ ５ ０ ３７ ０

２ Ｌ Ｓ ６０５０－ ９ ０× ９ ０×１ ３ １２×３ ４０ ７－Ｍ２ ０ ８ ４ ０ ４ ４ ０ ４６ ０

２ Ｌ Ｓ ６０５０－１ ０ ０×１ ０ ０×１ ０ １２×３ ０５ ６－Ｍ２ ０ ７ ４ ０ ３ ９ ０ ４１ ０

２ Ｌ Ｓ ６０５０－１ ０ ０×１ ０ ０×１ ３ １２×３ ８５ ８－Ｍ２ ０ ９ ５ ０ ４ ９ ０ ５１ ０

（ ダブル）

サイズ
高 力
ボルト

必要溶接長(Ｌ )
t ype 2type 1 type 3

ガセット  プレート ｅ ｐ
ｔ   ×  Ｂ

６０４０

Ｂ

ｅ

Ｐ Ｐ

ｅ

ガセッ ト プレート

ｔ

ガセット プレート

Ｆ Ｂ－ ６ ５× ９  ９× ６ ５ ３－Ｍ１ ６ １ ５ ０  ９ ０ １１ ０

６０４０Ｆ Ｂ－ ７ ５× ９  ９× ７ ５ ３－Ｍ１ ６ １ ７ ０ １ ０ ０ １２ ０

６０Ｆ Ｂ－ ９ ０× ９  ９× ９ ０ ５０ ３－Ｍ２ ０ ２ １ ０ １ ２ ０ １３ ０

６０５０ ３－Ｍ２ ０Ｆ Ｂ－１ ０ ０× ９  ９×１ ０ ０ ２ ３ ０ １ ３ ０ １４ ０

６０５０ ３－Ｍ２ ０ １ ３ ０Ｆ Ｂ－ ９ ０×１ ２ １ ２× ９ ０ ２ １ ０ １５ ０

６０５０Ｆ Ｂ－１ ０ ０×１ ２ １ ２×１ ０ ０ ２ ４ ０ １ ４ ０ １６ ０

と

8-4 継 手

Ａ タ イ プ

φ

Ｈ

Ｈ

Ｂ タ イ プ

3φ以上

3φ

Ｈ

φ

3φ

3φ

Ｃ タ イ プ

φ≦0. 1H

ＰＬ 厚さはＷＰ

（ カバープレート ダブル）

Ｈ

φ

3φ

3φ

（ カバープレート ダブル）

Ｄ タ イ プ

8-6 梁貫通

8-7 その他

補強プレート溶接要領 穴径φは0. 4Ｈ以下とし、 そのピッチは
3φ以上とする。

Ｈ

Ｈ
４

Ｈ
４

Ｈ
２

プレート

アークスポッ ト溶接Ａタイプ アークスポッ ト溶接

アークスポッ ト溶接

リップミゾ形鋼

Ｂタイプ

デッキ溶接

Ｐ

Ｌ

アークスポッ ト溶接

１ａ

ａ ２

１ａ

２

Ｃ Ｃ

ａ ２

ｔ

４ . ０ ｄ≦Ｌ

７ . ５ ｄ≦Ｐ １

２５ . ０ ｄ≦Ｐ

≦６０ ０

１ａ

ａ ２

≧４ ０

≧１ ０ ０

ｄ ≧２ . ５ ｔ

ｃ ≧４ ０

4
5

2
0

6
5

Ｆ Ｂ－６×６５

5d

0. 8d

アークスタッド溶接
スタ ッ ド

ブロック壁の仕様

ブロッ ク

筋の納り

 ダイアフラム

●テーパー管使用の場合

●はかま使用の場合

ダイアフラム

Ｈ型鋼の柱の場合は本図に示す詳細を準用する。但し 、 その詳

細は設計図に示す。

本図に示されない詳細は別途設計図に示す。

 露出形固定の場合は、 Ｗ とする柱脚固定の場合は

 8-2柱脚を参照。

※柱継手は鉄骨梁天端より 1000の所を標準とする。

梁のフランジ継手標準寸法

２４ ４－１ ７５－７  －１１

１mmを越える場合はフィ

Ｄタイプ（ 剛接合）

３

４０

● ターンバックル鋼はＪ Ｉ Ｓ Ａ５ ５４ ２規格品（ １種はＳＳ４０ ０  ２種はＳＴＫＭ １ １Ａ－１ ４Ａ ）

通しダイ

アフラム

フ  ラ  ム

異 径 管

継  手

柱 継 手

柱 脚 の

溶  接

そ の 他

大  梁

接  合

小  梁

丸  鋼

山 形 鋼

（ ｼﾝｸﾞ ﾙ）

山 形 鋼

平  鋼

ブレース

柱の取合

デ ッ  キ

ガセット  プレート

ガセット  プレート

４－Ｍ２ ０

大梁のダイアフラムを使用

ブレースのガセッ ト プレート をＨ形鋼のウェブ又は角型鋼管に
取り付ける時はガセッ ト プレート をＴ Ｙ Ｐ Ｅ  ３ を使用する。

0. 1H＜φ≦0. 2H

φ

0. 2H＜φ≦0. 3H

Ｌ の／
１
以上２ ＰＬ 厚さはＷＰＬの同厚以上

3φ

（ カバープレート ダブル）

ＰＬ 厚さはＷＰＬの同厚以上

特記なき限り補強方法は上図によるが、

補強板ＰＬ  6mm以上

補強アングル Ｌ －60×60×5以上

はり継手回り 柱回り補強

Ｐ
１ Ｐ １ Ｐ １

梁 柱

検

印

１ ６ １ ７０

２ ０ ６ １２－１９ ５ ４０ ５ １ ６５９１ ６－７０５９ ６－１９ ９－１ ０  －１ ５ ４ ４０５
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鉄骨工事標準図 その２ （ 堆肥舎 Ｂ棟）
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Ｂ－４ ０


